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安全データシート

1. 製品及び会社情報

JF Polymers (Suzhou) Co. Ltd 電話番号・ファックス番号：
Haicheng Industrial Park, Bldg 7, +86- 512-52096516
Changshu Economic Development Zone (CEDZ) +86- 512-52096512
Changshu, Jiangsu Province 215513
China

製品名： PolyMax™ PC-FR
化学的分類： 熱可塑性ポリマー

用途： 3Dプリント用フィラメント

2. 危険有害性の要約

GHS分類

本製品は製造者が出荷した形態において危険有害ではない。

GHSラベル要素

注意喚起語： 警告

危険有害性情報： さらなる加工や取扱い、又はその他の手段によって微粒子が発生する場合

には、空気中で可燃性粉塵となる濃度に達する恐れがある。

3. 組成、成分情報

危険有害性成分

米国労働安全衛生局（OSHA）HazCom 2012に照らして、関連する濃度限界を超える危険有害成分は

含まれていない。

4. 応急措置

最重要症状及び影響

急性：熱せられた素材に接触すると火傷を引き起こし得る。本製品の熱処理や熱分解により

放出される気体やヒュームが眼、皮膚、又は気道を刺激する恐れがある。

眼に入った場合

眼に入った場合、大量のぬるま湯で洗眼すること。

皮膚に接触した場合

皮膚の上に溶けた製品が接触している場合、大量の水で冷ますこと。固化した製品を取り除かないこ

と。火傷が起きた場合、医師の診断を受けること。

吸入した場合

過度な加熱や燃焼により発生した粉塵やヒュームを間違って吸い込んだ場合、新鮮な空気のある場所

に移動すること。

飲み込んだ場合

医師の診察を受けること。
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5. 火災時の措置

適切な消火剤： 噴霧水、ドライケミカル、二酸化炭素（CO2）、泡

不適切な消火剤： 高圧棒状水

消火手順

消防士は毒性と刺激性のある恐れがあるヒュームから身を守るため、自給式呼吸装置を装備すること。

危険有害な分解生成物

火災や熱による分解：フェノール、炭素酸化物、不完全燃焼による危険有害な分解生成物

通常とは異なる火災・爆発の危険性

毒性、刺激性のある気体やヒュームが燃焼や熱分解の過程で発生する恐れがある。粉塵を発生させる

のを避けること。空気中に細かい粉塵が十分な濃度で飛散し、発火源が存在すると、粉塵爆発の危険

性がある。

6. 漏出時の措置

流出・漏出時の措置

製品が溶けた状態の場合は冷ました後、印を付けた廃棄用の適切な容器に入れる。拭き取り、廃棄用

の適切な容器にすくい入れる。粉塵が空気中に十分な濃度で放出されると爆発性混合物となる恐れが

あるので堆積させてはならない。空気中に粉塵が飛散することは避けること（例：圧縮空気で粉塵を

清掃するなど）。

7. 取扱い及び保管上の注意

取扱い・保管上の注意

良好な労働衛生・安全慣行に従って取扱うこと。取扱い後はしっかりと手を洗うこと。

粉塵の発生と堆積を最小限にする。粉塵がたまらないように所定の維持管理を設定し行うべきである。

固体粒子は容器から取り出す際や空圧移送の際に静電気を発生させる恐れがある。導電性装置を用い

る接地や等電位化のような適切な予防措置を講じること。

保管期限：

なし

保管温度

最大： 49 °C（120.2 °F）

保管条件

外部の物質や湿気の混入を防ぐため、容器は密閉して保管すること。

混触危険物質

知られているものはない。

8. 暴露防止及び人に対する保護措置

本章における推奨を、29 CFR 1910サブパート Iで求められる通り、雇用者による個人用保護具（PPE）
評価の代わりとしてはならない。

暴露限界

国独自の暴露限界は定められていないか、又は非該当である。
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第 3章に記載され、かつ本章に記載されていない成分にはどれにも、既知の米国産業衛生専門家会議

許容限界値（ACGIH TLV）、米国労働安全衛生局許容暴露限界（OSHA PEL）、又はサプライヤーが推

奨する職業暴露限界は存在しない。

労働衛生・換気対策

空気中の蒸気、ミスト、粉塵、熱分解生成物を、特に切断、研磨、高温操作中に適切な空気中濃度基

準・指針より低い濃度に保つための必要に応じた一般的な希釈及び局所排気。

呼吸器の保護

本製品について暴露限界は定められていないが、“他に規制のない微粒子”（PNOR）の OSHA PELと

して 15 mg/m3（総粉塵）、5 mg/m3（気管支や肺胞にまで達するもの）が推奨されている。加えて、

ACGIHは“他に指定のない（不溶性又は難溶性）微粒子”に関して 3 mg/m3（気管支や肺胞にまで達

する微粒子）、10 mg/m3（鼻腔や口腔内に留まる微粒子）を推奨している。それらの限界値を上回る場

合、微粒子（P100）用カートリッジ付きろ過式呼吸用保護具（APR）が推奨される。

手の保護

手袋を使用する際には常に良好な状態にあるようにして、もし劣化が見られたら取り換えること。

溶融物質を取扱う際には耐熱性手袋を着用する。

眼の保護

側板付き保護眼鏡。

皮膚の保護

通常の取扱い及び使用中には特別な皮膚の保護は求められない。

追加的な保護措置

作業に従事した者は飲食や喫煙の前に手や顔を洗うこと。本製品の安全な使用・取扱いについて従業

員に教育・訓練を施すこと。3Dプリンター内の残留物質は速やかに冷却させるための薄くて平らな小

片または薄い糸状の形態で回収すること。

9. 物理的及び化学的性質

物質の状態： 固体

外観： フィラメント

色： ナチュラル

臭い： なし

臭気閾値： データなし

pH： データなし

融点： 220 °C（428 °F）
沸点： データなし

引火点： 320 °C（608 °F）
蒸発速度： データなし

可燃性： データなし

爆発限界（下限）： データなし

爆発限界（上限）： データなし

蒸気圧： 非該当

蒸気密度： データなし

密度： 非該当

相対蒸気密度： データなし

比重： 約 1.11
水への溶解性： ほぼ不溶性

分配係数（n-オクタノール／水）： データなし

自然発火温度： > 450 °C (> 842 °F)
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分解温度： ≥ 380 °C（716 °F）
軟化温度： 130～160 °C（266～320 °F）
絶対粘度： 非該当

動粘度： データなし

かさ密度： 600～700 kg/m3

自己発火： 非該当

10. 安定性及び反応性

危険有害な反応

危険有害な重合は起こらない。

安定性

安定である。

混触危険物質

知られているものはない。

避けるべき条件

立ちこめる粉塵の発生

危険有害な分解生成物

火災や熱による分解：フェノール、炭素酸化物、不完全燃焼による危険有害な分解生成物

11. 有害性情報

起こり得る暴露経路： 吸入

皮膚への接触

眼に入ること

健康への影響及び症状

急性：熱せられた素材に接触すると火傷を引き起こし得る。本製品の熱処理や熱分解により

放出される気体やヒュームが眼、皮膚、又は気道を刺激する恐れがある。

MAKROLON 1899 000000の毒性データ

本製品に関するデータはなし。

発がん性：

国際がん研究機関（IARC）、米国国家毒性プログラム（NTP）及び（又は）米国労働安全衛生局（OSHA）
によって規定される通り、発がん性物質ではない。

12. 環境影響情報

MAKROLON 1899 000000の環境データ

本製品に関するデータはなし。

13. 廃棄上の注意

廃棄物処理方法

廃棄物処理については、既存の連邦、州、地域の環境規制法に従って行うこと。

14. 輸送上の注意
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陸上輸送（DOT）
規制なし

海上輸送（IMDG）

規制なし

航空輸送（ICAO/IATA）
規制なし

15. 適用法令

米国連邦規制

米国有害物質規制法（TSCA）：TSCAインベントリ―（アクティブ）に記載あり。

TSCA 12(b) 輸出通知要件の対象物質はない。

米国環境保護庁（EPA）包括的環境対処・補償・責任法（CERCLA）有害物質（40 CFR 302）成分：

なし

スーパーファンド改正・再承認法（SARA）セクション 311／312危険有害カテゴリー：

第 2章に記載の危険有害性分類に関する情報を参照のこと。

米国 EPA緊急計画及び地域の知る権利に関する法律（EPCRA）SARA Title III、セクション 302 極め

て危険有害な物質（40 CFR 355、別表 A）成分：

なし

米国 EPA EPCRA SARA Title III、セクション 313 有害化学物質（40 CFR 372.65）- サプライヤーの

通知が要求される成分：

なし

米国 EPA資源保全回収法（RCRA）危険有害廃棄物のコンポジットリスト及び別表 VIII危険有害成分

（40 CFR 261）：
RCRAのもと、40 CFR 261.2に規定されている通り、固体廃棄物を出す人自身の責任においてその廃

棄物が危険有害な廃棄物かどうか決めなければならない。

州法「知る権利法」に関する情報

以下の化学物質がそれぞれの州において特にリストされている。本 SDSの他章における、製品に特有

のその他の健康・安全データも州の要件に該当する可能性がある。個々の規制上の要件の詳細につい

ては、個々の州の適切な機関に連絡すること。

下記に報告されている百万分の一（ppm）、十憶分の一（ppb）の単位の濃度は最大値である。

マサチューセッツ州、ニュージャージー州、ペンシルベニア州知る権利法物質リスト：

濃度 成分 CAS番号

1%以上 ビスフェノール Aポリカーボネート 25971-63-5
1%以上 ビスフェノール Aポリカーボネート 企業秘密

1%以上 ビスフェノール Aポリカーボネート 企業秘密

1%以上 難燃剤 企業秘密

3～7% 耐衝撃性改質剤 企業秘密

ニュージャージー州環境危険有害物質リスト及び（又は）ニュージャージー州知る権利法（RTK）特

別危険有害物質リスト：

濃度 成分 CAS番号

0.1～1% ポリマー 企業秘密
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マサチューセッツ州知る権利法特別危険有害物質リスト：

濃度 成分 CAS番号

3 ppm以下 ジクロロメタン 75-09-2

カリフォルニア州法プロポジション 65リスト：

濃度 成分 CAS番号

3 ppm以下 ジクロロメタン 75-09-2
微量 ビスフェノール A 80-05-7

CFATS（化学施設反テロ標準）化学物質

当社の知見の限り、本製品は米国国土安全保障省化学施設反テロ標準（CFATS、6 CFR Part 27）に規

定されている通りのスクリーニング基準量（STQ）以上の別表 A対象化学物質（COI）を含まない。

サプライヤーから提供される情報に基づき、本製品は米国証券取引委員会（SEC）の紛争鉱物に関す

る最終規則（公表番号 34-67716、ファイル番号 S7-40-10、公表日：2012-08-22）で規定される通り、

コンゴ民主共和国及び近隣諸国（DRC）の紛争鉱物を含まない（“DRC Conflict Free”）と考えられる。

16. その他の情報

コベストロ社（Covestro LLC）の危険有害性周知の手法は製品ラベルと安全データシートから成る。

当社の全製品の安全データシートと製品に関する宣言一般は www.productsafetyfirst.covestro.com で

ダウンロード可能である。

連絡先： 製品安全部門

電話番号： (412) 413-2835
SDS番号： 112000022991
本バージョン作成日： 2018年 12月 18日

本 SDSの版： 1.5

本 SDSに含まれる情報は正確性に万全を期していますが、明示又は黙示を問わず、商品性の保証

又は特定目的への適合性の保証といった保証は伴いません。本書の情報は指定されている特定物質

にのみ関係する情報です。当社は本 SDSに記載されている情報への信頼やその使用に関して法的

責任を負いません。本書の情報はいかなる場合も当社の販売条件の一部と考えられることはありま

せん。当社製品が個々の使用方法又は応用に適するかどうかを決めるのは使用者自身の責任です。

本 SDSに記載されている予防措置を見落とした場合や製品を誤って使用した場合について、いか

なる場合も当社は法的責任を負いません。


